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日本香粧品学会との出会いから40年
—香粧品パッチテストに関連する研究を振り返って—

関 東 裕 美

Forty Years Since the Encounter with the Japanese Cosmetic Science Society 
—Looking Back on Research Related to Cosmetic Patch Testing—

Hiromi KANTO

1. はじめに—日本香粧品科学会との出会い

私は学生結婚・学生出産という前代未聞の珍事 ?　偉
業？　をなしとげ1980年に東邦大学を卒業し，以後皮
膚科学教室に入局，臨床医としていまだに充実した時間
を過ごさせて頂いております。入局当時から故石原　勝
教授に師事し香粧品のパッチテストに関わって参りまし
た。私の入局当時は石原教授を中心に生化学教室と共同
研究で進められていた経皮吸収の研究成果を先輩の先生
方が香粧品学会で発表されておられました。研究者たち
が最先端の成果を持ち寄って日本の香粧品の開発と安全
について検討される学会という認識があり，研修医の私
にとっては手の届かない崇高な学会の印象がありまし
た。通常週末に開催される皮膚科関連学会と異なり香粧
品学会は週半ばに開かれていたこともあって，実際私達
臨床医には参加が難しい状態でもあったのです。皮膚科
医としての知識も十分でないままに研修医時代から石原
教授に叱咤激励されパッチテスト担当を続けておりまし
た。厚労省や香粧品企業から依頼された種々のアレルゲ
ンについて当時はその目的もわからずに患者のパッチテ
スト時に一緒に貼付しておりました。患者の治療に直接
関係することではないと疑問に抱きながらも大学病院の
役割と思っておりましたが，化学物質の安全性や貼付ア
レルゲンの至適濃度検討について結果を出し指導する重
要な仕事であったことは，のちに理解するようになりま
した。臨床研究前に倫理審査を受け，提出承認されて初
めて新規アレルゲン貼付が許される昨今の状況など当時
は想像もつきませんでした。誰よりも早くから遅くまで
大学にいらっしゃる石原教授を恐れながら，愛情深く育
てて頂いていたのを理解したのはずいぶん後のことで
す。私ばかり叱られると泣きべそをかきながら，日常診
療に余裕はないのにたくさんのパッチテスト症例をこな
していたのを懐かしく思いだします。

退官までの10年弱は日本香粧品学会誌編集委員を拝
命し，皮膚科医への香粧品知識充実，啓発教育，本学会
への関心度を高めていくべきかを考えて編集会議に参加
させて頂きました。香粧品学会開催日は皮膚科医達への
参加機会を増やす目的で金，土曜日に変更されました
が，いまだにその目的は全うされてはいないようです。
私自身は皮膚科医こそ日常診療に香粧品理解が必要であ
ると考えて診療を続けて参りました。適切な化粧は皮膚
の治療に匹敵すると考え指導している背景には，40年
以上に及ぶ香粧品パッチテストを診てきた貴重な時間に
基づくものがございます。検査の説明と実施には時間も
手間もかかるパッチテストではありますが，患者指導に
有用で患者との信頼関係を獲得できます。好んで始めた
わけではなかったパッチテストではありますが，恩師の
石原教授に感謝しながら長きにわたり継続し，私のライ
フワークになりました。香粧品パッチテストの臨床研究
を中心に皮膚科医として過ごしてきた時間を振り返りた
いと思います。

2. 心身を診る皮膚科医

もう一つのライフワークは内因性皮膚反応です。幼い
ころから多くの糖尿病患者に早期インスリン導入をして
血糖コントロール不良の重症患者を治療する父の姿を見
て育ちました。保険診療でインスリンが使えなかった時
代に糖尿病患者の会が全国で立ち上がって高価なインス
リンを治療に活かすために集団購入していた古い時代の
話です。糖尿病友の会は患者教育もその目的の一つで，
父が病院で開く糖尿病教室を見学したり，配布資料作成
の手伝いをしたりと患者教育の重要性を身近に感じてお
りました。30代半ばから足掛け8年間日産厚生会玉川
病院で多くの糖尿病足治療にかかわり切断を余儀なくさ
れた症例も多く経験し，上位切断が必要な症例では整形
外科医と一緒に手術室に入り切断を致しました。日常生
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